
年 4 月 1 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：エバーグリーン潮来

実施日程： 令和５年５月25日/30日

実施内容： 働くための心がまえ・ビジネスマナー

　 履歴書の書き方・模擬面接

参加人数： 1日目　４名

2日目　４名

＜目的＞

＜成果＞

2024

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 エバーグリーン潮来 事業所番号 812300267

住　所 茨城県潮来市日の出6-11-13 管理者名 宮内　美香

電話番号 0299-77-7141 対象年度 令和５年度

利用者からの意見・評価

(実施後のアンケートより抜粋)

・就業に対して、まず何から始めたらいいのか、基本の部分の内容で、今自分はどのくらい出来ているのか、

見直しの参考になりました。目標を明確にする事が意識できました。　（20代男性）

・履歴書の記入日など、少し勘違いをしていた事もあったので参考になった。　（20代男性）

・模擬面接では、実際にやって見ると難しさを実感したが、不安要素を1つ解決できた。　（20代男性）

・耳が不自由だけど、自分にも分かりやすいように伝えてくれ、とても参考になった。（30代女性）

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

・書類選考の際、面接に結びつくよう、一般求人と障がい者雇用による履歴書の書き

　方の違いや、自己流の履歴書の書き方の修正を目的としている。

・慣れの環境の中で、一般就労に向けた意識が薄れてしまう為、外部の機関にお願い

　し目標の再設定と心がまえを改めて意識づける。

・専門の機関による座学で、凝縮された知識を得る事が出来る。

・経験豊かなセンターの方による模擬面接を受け、実際面接を受ける際に質問される

　内容のイメージが掴める。

・取り合えず埋めておこうという考えで志望動機や自己アピール欄を埋めて

　いい方もおり、勘違いをしていたと気づくきっかけとなった。

・なんとなく毎日を過ごししまう中で、心がまえの座学を受け就労に対し改

　めて考え直す機会へと繋がった。

・鹿行地域の合同面接会が９月にあり、ジョブガイダンスを受けた８名の内

  ２名が企業見学から実習に繋がり１名就職に繋がる。面接会では、1企業

　のみの面接を検討されていた方も３企業の面接にチャレンジされ積極的な

　行動がみられた。

連携先の企業や事業所等の意見または評価

連携先企業（担当者）
社会福祉法人ロザリオの聖母会

障害者就業・生活支援センター香取就業センター（岡澤　和則）

「連携した結果に対する意見または評価」

・当センターの出張ジョブガイダンスが、貴事業所利用者の就労への心構えを見直し、ビジネスマナーの習得や意識を高める機会になれば幸いである。

・外部機関の活用をより効果的なものにするため、振り返りを行い、その後の取り組みに繋げていただけるとありがたい。

「今後の連携強化に向けた課題」

・外部機関に協力を得るところ、貴事業所で取り組むところの役割を意識しながら連携を図るとよいのではないか。

・利用者を中心とした就労支援（就職活動支援や就労定着支援）における連携方法について、貴事業所と意見交換・情報交換をしながらより良い支援・協力ができ

ればと考えている。

様式２


